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研 究 主 題

「自ら課題 を見つ け,主 体的 に取 り組め る書写指導法の研究」

1研 究主題設定の理 由

これか らの学校教育 において は,社 会の変化 に主体的 に対応 して生 きて い くことがで きる

心豊 かな人間の育成 を図 ることが求あ られてい る。 したが って,書 写教育 にお いて も,自 ら

考 え判断 し,行 動で き る豊 かで創造的 な資質や能力を育て る学習を展開す る必要があ る。

今 日の児童 ・生徒の書写 の実態 と しては,昨 年度の研究か ら,形 の整 った正 しい文字 を見

分 け る能 力 に比 べ,形 を整えて書 く能 力がやや劣 るとい う傾 向のあ ることが明 らかにな った。

また,作 文や ノー トに書かれ た文字 を見 ると,文 字 を丁寧に整えて書 こうとす る意識が低い

と考 え られ る。現 行学習指導要領 では,毛 筆 によ る書写 の授業 時数 の増加 や,硬 筆 と毛筆 と

の関連 を図 った指 導 に配慮すべ きこど等 が示 されてい る。書写 の授 業の改善を図 り,硬 毛一

体の指導 を通 して,日 常 に生 きる書写力の向上 を目指す必要が ある。

書写指導 のね らい は,次 の よ うに考 える ことがで きる。

○文字 を正確 に理解 し適切 に書写 す る能力 を育て る とともに,文 字感 覚を養い,文 字 に

対す る関心 を深め文字を尊重す る態度を育て る。

書写指導 のね らいを この よ うに とらえる と,授 業 を通 して ただ単 に書写 についての知識 ・

理解,技 能 を身 にっけ させ るだ けで は不十分で ある ことが分か る。 それ と ともに,文 字 に対

す る興味 や関心 を深め,文 字を書 こ うとす る意欲 を高め,思 考力や判断力 を育て る学習 を展

開す る ことが必要 なのであ る。

本研究主題 は2年 目に当た る。昨年度 は,児 童 ・生徒の文字 に対す る意識 や文字感覚の実

態調査 を基 に して,各 自の課題を明確 に意識 させ る ことや,課 題解決 に向 けての学習意欲 を

持続 させ るよ うな指導 法を追究 して きた。本年度 は,昨 年度の研究成果を踏 まえ,残 され た

課題 として示 されていた視聴覚機器等 を用 いて の学習基準の提示方法の工夫や,児 童 ・生徒

の実態調査 を生 か した指導法 にっ いて研究す ると ともに,昨 年度の研究成果 である発展学習

を取 り入 れ ることに留意 しなが ら研究 に取 り組ん だ。

「主体 的に取 り組め る」 とい うことは,本 年度 も児童 ・生徒 自らが,「 何 を」 「どのよ う

に」学んで い くか とい うことを発見 し,進 んで学習で きる ことであ ると考 えた。 児童 ・生徒

一人一人 が,自 ら課題を見っ け,思 考力 や判断力等 を働 かせ なが ら課題解 決に迫 る方法 を工

夫 して,課 題 を追 究 しよ うとす る課題解決的 な学習 を行 な って きた。児童 ・生徒が,主 体 的

な学習 の仕方 を身 にっ けなが ら,文 字 を学ぶ ことの楽 しさや課題達成 の喜 びを味わ うことが

で きれば,次 の学 習への意欲が高 ま り,日 常生活 の中に書写 で学 んだ ことを生か してい こう

とす る能力 や態度 の育成 にっ なが る と考 えたか らで ある。

以上,書 写指導 の課題や児童 ・生徒 の実態 を踏 まえ,昨 年度 の研究 を生 か しなが ら,本 年

度 も 「自ら課題 を見っ け,主 体的 に取 り組 める書写指導法の研究 」 とい う主題 を設定 し,研

究 を進 め ることと した。
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ll研 究 の構想

1.研 究 の基本 的な考 え方

これか らの書写学 習 において は,児 童 ・生徒 が 自分の課題 を見っ け,そ れを追究 し解決す

る学 習活動を重視す る必要が あ る。 文字を正 しく整えて書 くため には,ど うすれば よいか と

い う課 題を見っけ る力や,そ の課題 の解決方法が 分か り主体的に取 り組め る力の育成が大切

であ る。本研 究で は,課 題解 決的な学 習活動を通 して,児 童 ・生徒の文字 に対す る関心や意

識 を高あ,文 字を正 しく整 えて書 く能力を伸ば し,学 習 した ことを 日常生活の 中に生か して

い こうとす る児童 ・生徒 を育 て るため に,次 の2っ の方法 に焦点を しぼ り,研 究 を進 めるこ

とと した。

(1)自 ら課題 を見っ けるたあに

児童 ・生徒が個別 の課題 を見つけ るため には,教 材文字の基準 を明確 にす る ことが必要で

ある。 その ためには,学 習のね らいの達成 に適 した教材文字を選 び,視 聴覚機器等 を用 いて

学習基準の提示方法 を工夫す るこ とが大切で ある。 また,教 材 との出会 いを大事 に した導入

の方法 を工夫 して学習 への関心や意欲 を高 め,実 態調査 を基 に児童 ・生徒 の課 題づ くりを支

援す る ことも重要 であ ると考え た。

(2)主 体的 に取 り組 め るため に

児童 ・生徒が主体 的に取 り組む ためには,個 別 の課題 を解決 す るための方法 を理解 し,見

通 しを もって活動 で きることが大切で ある。 また,自 分 の課題へ の取 り組 みを振 り返 って確

か めた り,課 題達成 の喜びを味わ うこと も大切で ある。 そのための手 立て と して,個 々の課

題解決 に適 した練習 用紙の工夫,適 切 な 自己評価や相互評価 の工 夫,視 聴覚機 器等の活用の

工夫 を考 えた。 さ らに,学 習 した ことを 日常生活 に生か してい くたあの発展学 習の工夫 も重

要であ ると考えた。

2.研 究 の方法 と手 順

(1)研 究 の組織 と方法

本年 度の研究員 は,小 学校低学年2名,中 ・高学 年3名,中 学校5名,計10名 で ある。 そ

こで,小 学校,中 学校の2分 科会 を組 織 し,さ らに,小 学校 低学年硬筆指導班,小 学校 中 ・

高学年硬 毛関連指導班,中 学校硬毛 関連指導 班の3っ の班を編 制 した。小 ・中学校の関連を

踏まえ,相 互 に関連を図 りなが ら研 究を進めた。

(2)研 究の経過

1学 期 は,研 究員相互 の書写指導 の様子を報告 し合 い,昨 年度の研究の成果や課題 を踏 ま

えなが ら研究授業を行 い,研 究内容を検討 した。御岳の研究集会で は,1学 期 の研究 内容 を

まとめて,研 究主題 の とらえ方を一層明確 に し,仮 設 を立て,指 導 の手立て を考 えた。2学

期 は,分 科会 ごとに,よ り効果的 な指導法を考え,研 究授業を通 して検証 した。全体会 にお

ける研究授業 は次の通 りであ る。

6月2日 小1年 「とあ,は らい」9月27日 中1年 「行書 」

6月24日 中1年 「筆順 」10月17日 小2年 「点 や画の方 向」

7月5日 小6年 「文字 の組 み立 て方 」10月31日 小3年 「そ りとはね 」
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3.研 究の全体構想図

教育課題 ・社会の要請
・心の教育の充実

・基礎 ・基本の充実

・個性教育の重視

・自己教育力の育成

・文化と伝統の重視

・国際理解教育の推進

今日の社会の実態
・映像文化の発展

・日本 語 ワ ー プ ロの 普 及

児童 ・生徒の実態

小 ・低 平仮名,片 仮名,漢 字 と,新 しい文

字に出会う喜びがあり,文 字を書 くこ

とが好き,楽 しいと思う児童が多 く,

正 しく丁寧に書こうと意欲的に取 り組

む児童が多い。

小 ・中高 文字を書 くことに慣れ,書 く速さも

増 して くるが,正 確に書 くことへの意

識が低 くなり,文 字の乱れが目立ち始

める。形の整 った正 しい文字を選び出

す ことはできるが,自 分では書けない

児童が多い。

中 学 短時間で多 くの量を書かなければな

らないため,正 しく整った文字を書こ

うとする意識が薄 くなる。学習 したこ

とが 日常の書写活動に生かされていな

いことが多い。

国語教育のねらい
・国語を正確に理解 し,目

的や意図に応 じて適切に

表現する能力を育て,言

語感覚を養う。

書写教育のね らい
・生涯にわたって使用する

文字の基礎 ・基本を理解

習得させ,文 字を正 しく

整えて書 く能力 ・態度を

養 う。

目指す児童 ・生徒像

○自分の課題をもち,主 体的に解決できる児童 ・生徒
・文字を正 しく整えて書 くための自己の課題に気づ く。
・課題解決の方法が分かり,意 欲的に取 り組める。

○身につけた書写力を日常 に生かすことがで きる児童 ・生徒

研究主題

自 ら課 題 を 見 つ け,主 体 的 に取 り組 め る書 写 指 導 法 の研 究

仮 説

○教材文字の基準が分かれば,自 ら課題を

見つけることができるであろう。

○課題解決の具体的な方法が分かれば,学

習意欲が高まり,主 体的に取 り組むこと

ができるであろう。

○適切な自己評価 ・相互評価ができれば,

主体的に学ぶ態度が育つであろう。

○発展学習を積み重ねていけば,学 習内容

を日常に生かす ことができるであろう。

主題に迫 るための指導の工夫
・学習の課題が明確になる教材文字の選定

・事前の実態調査を課題発見に生かす工夫

・教材 との出会いを大事にし,興 味 ・関心を

高ある導入の工夫
・体感を通 して ,文 字の基準の理解を深める

工夫(さ わる,音 声化,動 作化)
・文字の基準を明確にとらえさせるための教

育機器,教 具等の活用の工夫

(教材提示装置,OHP,拡 大文字,分 解

文字等)

・個々の課題に応 じた練習方法の工夫

課 題別練習用紙の工夫

(
自作練習用紙

活動の場の設定
・評価活動の工夫

練習用紙での評価
「確かめシー ト」の活用

相互評価の工夫
・発展学習の工夫

〔澱 享ミ騰購 法〕
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皿 研究の内容

1.小 学校低学年硬筆指導班

小学校低学年 にお いて は,文 字 を書 くのが好 き,楽 しい と感 じている児童が多 く,正 しく

丁寧 に書 こうと,意 欲的 に取 り組 む児童 が多 い。 しか し,技 術が伴 わず,ま た,細 かい部分

の書 き方が分か らないために,自 分 の書 く文字 に 自信が もてない児童 もいる。 そのため,低

学年では教 材文字 との 出会 いを工夫 し,興 味 ・関心 を もたせ ることによ り,意 欲 的な取 り組

み にっなげて い くことが大切 であ る。 また,言 葉 だけでは学習の基準 を理解で きない児童 も

お り,視 聴 覚機器を活用 した り,体 感 させた りす る こと等が有効で ある。

(1)自 ら課 題を見つ けるために

児童一 人一人が 自 ら課題 を見 つけ るたあには,教 材文字 の基準 を明確 に理解 す ることが

必要であ ると考え た。 そ こで文字 の基準 を分か らせ るたあ,下 記の よ うな取 り組み を した。

ア 適切 な教材文字の選定

その文字を指導す る ことによ って,課 題が 明確 にな り,他 の 文字への応用 がで きるよ

うな文字の選定 を行 った。

学 年 教材文字
}

め あ て 選 定 し た 理 由

1年 生
(例)

と り

文字 の終 わ りに気を

つけよ う。

とめ,は らい が は っ き り して い る。 言 葉

と して と らえ や す い 。

2年 生

(例)

地 語

林

画 の 向 きや,長 さ に

気 を っ け よ う。

一 つ の 文 字 が 他 の 文 字 の へ ん の 部 分 にな

る と,「 縦 長 」 「右 上 が り」 に な る こ とが

は っき り して い る。

1

イ 体感 させ る

空書 きの時 に音声化 ・動作化 を行 な った。

とめ…… … ン(首 を とめ る。)

は らい ……スー(は らいに合 わせ て,体 を動か す。)

はね…… … ピ ョン(空 書 きを しなが ら跳 びはね る。)

粘土を使 って文字 を作 らせた り,分 解文字 を手で さわ った りさせた。

ウ 視聴覚機器の活用

OHPや 教材提示装 置を使用 した。 シー トに毛筆 で示範 し,硬 筆 では分 か りづ らい,

とめ,は らいの違 いをは っきりと らえ させた。その際,は じかないよ うに墨液 中 に中性

洗剤 を数滴入 れて書 いた。画数の多い文字の書 き順指導で は,コ ンピュー タを使用 した。

一画 ごとに色 を変 えて
,自 分た ちで確か あ られ るように した。教材提示装置 は,取 扱い

が簡単 な うえ児童 と対 面 して操作で きること,ま た,部 分拡大や色づけが可能 で,教 師

や子供 の書 いた文字 がその まま使え るとい った利点が ある。視聴覚機器を利用す ること

は,児 童が よ り集中 して授業 に臨み,細 か な部分の違 いに気付・くうえで も役立 った。
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工 実態調査 を生かす

日常児童が書 いて い る文字 の中か ら,本 時の 目標 に関連のあ る文字 をあ らか じあ調査

してお き,そ れ を基 に,授 業で一人一人の 「めあて作 り」や,練 習す る際の助 言や机間

指導 に役立て た。2年 生 で は,言 べんの右上が りが課題 とな る児童が多い ことが分か り,

事前 に 「確か め シー ト」(P13参 照)や 練習用紙 を工夫す ることがで きた。

(2)主 体的 に取 り組 むために

主体的 に取 り組 むためには,児 童一人一人が 【練習用紙の例】

課題を解決す るための具体 的 な方法が分か り,

文字 を適切 に評価 で きることが大切な ことと考

え た。 そ こで 自分 の取 り組 みを確認 しなが ら学

習で きるよ うに,下 記 のよ うな取 り組みを した。

ア 練習用紙 の工夫

個 々の課題 に応 じた練 習用紙を選択 させた。

文字別練習 用紙 は,色 別 に用意 し,児 童が選び

やす いよ うに した。字数を あま り多 くせず,マ

スの大 きさは,鉛 筆の場合2.5cm四 方,フ ェル

トペ ンの場 合 は3cm四 方 と した。用紙 ごとに

ね らいがは っき り分か るよ うに し,一 枚 の用紙

の中に中心 線や補助線等の 入 ったマス目 も書 く

よ うに した。

イ 評価活 動の工夫

練 習用紙 に自己評価の欄 を設 け,め あて を意

識 しなが ら練習で きるよ うに した。 自分 のめあ

て に沿 って学習で きて いるか,「 確 かめ シー ト」

等を使 い,練 習 の途 中で 自己評価 を しなが ら学

習 させ た。

ウ 視聴覚機器 の活 用

教材提示装 置を利用 し,学 習途 中に相互評価

を し,あ あてに沿 って学習 して いるか確認 し合

った り,ま とめ書 きのあ と児童の文字を紹介 し

た り した。 自分の書 いた文字が映像化 され る こ

とで,児 童は満足感 を味わ うことがで きた。

工 発展学 習の工夫

本単元で学んだ ことを 日常生活 に生か してい

け るよう,同 じ要素 の文字 を探 した り,実 際に

書 いてみた。 また,ふ だん ノー トに文字 を書 く

時 に も気をつ けるよ う指導 した。

地 あ1國

ン

()
オあぐハてきなつり

壽

ん

L

の

・つ

用

ハ紙

ー

二

め

{

名

メ
則

(

]

、
噛
験
鉱
あ
留
ー

口
雲

り

【発展学 習の例】

)

(1.》

回 團 囮1
fs・.)

禦 騨[響1

園圏
(多)

あキ

鱒
うま

?

沈

を
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2.小 学校 中 ・高学年 硬毛関連指導班

低学年 の頃は,文 字を書 くこ とに慎重 に取 り組んで いた児童 も,中 学年,高 学 年 と学年 が

進 むにつれて,文 字 を書 くことに慣 れ,書 く速 さ も増 して くるが,正 確 に書 くことへの意識

が低 くな り,文 字 の乱れが 目立 ち始 め る。形 の整 った正 しい文字 を選 び出す ことはで きるが,

自分 では書 けな い児童が多 くな る。

中学年 か ら始 ま った毛筆 の指導 で は,大 き くはっきり書 けるため,文 字の形を習得 しやす

い とい う利点が ある。 さ らに,児 童 にとって は目新 しさ もあ り,興 味 ・関心 もあ るので,毛

筆 に より書 写の基礎 ・基本 を身 につけ させなが ら,硬 筆へ と意識化 させて い った。

(1)自 ら課題 を見つ けるために

ア 実態調査を生 かす

教材文字 と同 じ要 素を もった文字を硬筆で い くっか書かせ たところ,中 学年で は,「 そ

り」 と 「はね 」に課題 を もつ児童が多か った。高学年で は,「 へん とっ くり」の幅がっか

めない児童が ほ とん どだ った。指導者 は,あ らか じめ児童一人一人の課題 を把握 して おい

たので,児 童 の課 題作 りの支援 に有効で あ った。 また,練 習用紙 もそれ を生か して作成で

きた。

イ 体感 させ る

中学年で は,毛 筆の は らいを指導 す る際,厚 紙 の分解 文字 を触 らせてみた。 先が 「スー

っと細 くな ってい る」 「とが ってい る」 とい う感覚 か ら,先 が細 くな るよ うには らうとい

うことに気づ いた。

ウ 視聴覚教材 の活用

教材提 示装 置 は,指 導者が 児童を見なが ら操作で きる,指 導者 も扱 いやす く書 きやす い,

どの席の児童 に も筆使 いが よ く見え る,一 部分を拡大 して見 ることがで きる,児 童を画面

に集中 させ ることがで きるな ど,利 点が多か った。

工 拡大文字 ・分解文字 の活用

高学年の毛筆 「左右 の組 み立て」で は,へ ん とつ くりが どの位の大 きさで釣 り合 うのか

を,4種 類の大 き さのへん とっ くりか ら組み立てた。試 し書 きで は,様 々な大 きさだ った

「へん とっ くり」が,正 しく組み合わせ られ るよ うにな った。

【左右の組み立て例】

X〈 ソ(っくとのてr"'い〉

0〈 〉〈へん々〈正 レ〈.大 きで く々よい〉

灰画

〉くく)(bぐ とめ て な い.大 きざPζ1うヵくう〉
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(2)主 体 的に取 り組 むため に

ア 練 習用紙 の工 夫

課題達成 に適 した練習用紙を選択 させた。段 階的な練 習用紙 を用意 したが,必 ず しも全

ての用紙 を使 うので はな く,同 じ箇所を何回練 習 して もよい こととした・ それ によ って個

人の課題を 自分で解決 して い くことがで きた。

高学年で は,教 材 によ って指導計画の中 に自作練習用紙を取 り入 れた り した・

【練習用紙例】

①

◎P D ノ

＼

、

1/

L

②

◎ ♪ 蒲

、

℃ ノ_

イ 評 価の工 夫

常 に練習用紙 に評価欄 を設 け意識づ けた。練習途中で,「 確かめ シー ト」を使 っての 自

己評価 も行 な った。試 し書 きとま とめ書 きを比べ成果を評価で きる欄 も設 けた・

ウ 発展学習の工夫

毛筆の ま とあ書 きの用紙 の中に硬筆 の練習 の欄 を設 けて,毛 筆の文字 を硬筆で も練習す

る機会 を作 った。 また,国 語 の教科書 中の既 習文字 か ら,教 材文字 と同 じ要素を もつ文字

を選 ばせて練習 させた。練 習文字 の範囲を拡 げ ることによ り,日 常の書写活動 にっ なげて

い くことがて きた。

【ま とめ書 き用紙例 】

蕗
蟹1

"サ

、

11

・
川
囲

;i

凸[ゴ ロ(〉

右
の
つ
り

あ
い
ε
考

九
よ
う
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3.中 学校 硬毛 関連指 導班

中学校1年 生が,1分 間に どれ くらいの文字が書 けるのか とい う調 査の結果 が表1で あ る。

筆記具 は鉛筆,国 語 の教 科書か ら抜粋 した説明文を,縦 罫線 のみ入 った用紙 に視写 させ る方

法を とった。1回 目は,ふ だん ノー トに写す ときの速 さで書かせ た。 その結 果,50%強 の生

徒が1分 間 に21～30文 字 を書 いて いる ことが分か った。2回 目は,互 いに競争 させた。す る

と75%の 生徒 は31文 字以 上を書 いて いる ことが分か った。 ほ とん どの生 徒が,速 さ も増 し文

字量 も増えて いる。一方 で,そ の文字 に対 し 「きたない ・雑 だ」 とい う意識 を もってい るこ

と も事 実で あ る。 これを その まま中学校1年 生 の平均 的な実 態 と見 るこ とはで きないが,

1つ の資料 と して参考 にな った。

また,こ の調査 の後 に速 く 表11分 間 に書 ける文字数 に対 す る人数 の割合

書 いた文字 に対す る意識調 査 〔ふだんの速さで書く〕 〔速さを意識して書く〕

も試み た。 その結 果が表2で

ある。私 たちは,そ こに表れ

た生徒の意識 に注 目 した。読

みやす く整 った文字 を速 く書

きたいか とい う問 いに対 し,

「そ う したい」 と答えてい る

生徒 の数 は全 体の約90%に の

ぼ る。 この数字の高 さは,文

字 を正 しく速 く書 くことへの

強 い願望の現れで あろ う。

さて,中 学校1年 生 の書写

指導で は,行 書 の単 元が設け

られて いる。先 に記 した生徒

の意識を常 に念頭 において行

書指導 を考えて いかねばな ら

10文 字 以下

11～2e文 字

21～3Q文 字

31文 字以 上

20文 字以 下

21～30文 字

31～4Q文 字

0102030405060708090100

(%)

41文 字以 上

表2速 く書 いて も読 みやす く

整 った字 を書 きたいか

(都内公立中学校2校293人 対象平成6年9月 実施)

0102030405060708090100

(%)

な い。その ような観点 に立 ちなが ら,行 書 の導入段階にお いて,本 研究主題 に即 して研究 を

続 けた。

(1)自 ら課題を見っ け るために

ア 視聴覚機器 の活用

① 行書の導入 の段 階で生徒の 日常の文字をOHPで 紹介 した。

友達の文字 を知 り合 うこと,さ らに,ふ だん何気 な く書 い

て い る文字 の中にすで に行書体が表れて いる ことを認識で き

ることな どか ら,行 書を身近 に感 じる ことがで き,関 心 を高

め るのに効 果的で あ った。 また,生 徒が行書体 の文字 を見て

とらえた様 々な特徴を,一 覧 にま とめた ものを提示 しなが ら,

前時の復習を した。学習 内容が 明確 に分 か り,ス ムーズに進

め ることがで きた。

8

【生徒 の文字例 】

肇
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ウ
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② 拡 大文字を使 って文字 の基準 を発見 させた。

模造紙 に教材文字 を大 きく書 いた ものを提 示

し,連 続の様子 を確認 させた。 また,矢 印な ど

の教具を補 うことで,気 脈の連 続を明確 にとら

え るこがで きた。視覚 的に訴え ることがで きと

て も有効で あ った。

(2)主 体的 に取 り組 むたあに

ア 視聴覚機器の活用

① 練習の手順 をOHPに 映 しておいた。

練習 中,生 徒 が 自分 で練習の流れを確認で き

るよ うに提 示 した。 これに より主体的な学習を

促す ことが で きた。

イ 練習用紙 の工 夫

① 練習段階 に応 じた補助線や 中心線

を入れた半 紙 ・更紙 ・中質紙を使用

した。

更紙 や中質紙 は半紙 に比べて サイ

ズが大 きい分,練 習で きるスペ ース

も増え ること,下 に うつ りに くいの

【拡大文字】

陳

翌

の

流

ト

0
試

U
書

身
と
手
奉
を
地
べ
う
。

赤
・ペ
ン
で
、沃
亀

鳳
に
△
印

η
げ
る
。

②
△
印

を
も
ど
ト
疎
習

-
姦

蓬
ん
で
疎

智
す
る
。

も
竿

↓
疑
竿

で
β
さ
ら
で

評

価
の
腫

③
自
由
響

3
に
祁
か
齢
ぢ
で

④
響

`
ド
に
鬼

」上

字
す

み

か

.

で練習冊子 と して ま とめて も支 障が ない こと,硬 筆で の練習 に耐え得 る ことなどが利点

と して挙げ られ よ う。

②1枚 の用紙 に試 し書 きとま とめ書 きを入れ た。

練習前 と練習後 の変容 をみ るのに都合 がよ く,自 己評価 も しやす か った。

③ 硬筆 による練習 スペース も設けた。

日常生活 に書写学 習の成果を生かす意識を育て るため に,毛 筆の練習のあ と硬 筆での

練習 を取 り入 れた。生徒 は練習 で得 た気 脈の連続 を,発 展文字で応用 して書 いてみ る作業

に意欲的 に取 り組み,生 徒 に学習 のめあてが理解 されて いる様子が うか

がわれた。

ウ 評価の工夫 【発展 文字 の例】

耀 ㌫;;;膏 ⊥「墾
自主 的な学習 を促 した。

② 相互評価 によ り友達の文字 の変容を確認 しあ った。

練習 を終 え,ま とめ書 きに入 る前 に,数 名の生徒の文字を全体 に提示 した。練習の成果

を認 あられ ることで生徒 は意欲 を高 めた。生徒の文字を選ぶ 際は,教 師側の評価の観点

を しっか りもっ ことが大切で ある。
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4.単 位 時間の基本的 な学 習の進 め方

本研究で は,課 題解決 的な学習の進め方を取 り入れ,児 童 ・生 徒が文字 を正 しく整えて書

くことがで きる能力 と態 度の育成を 目指 した。す なわち,① 自分 の課題 を見つけ る ② 課題

解決 に迫 る方法 を考 え る ③ 自分 な りの方法で取 り組 む ④ 自分 の取 り組 みを振 り返 る さ

らに,⑤ 発展学習 に取 り組む とい う学習 の進 め方で あ る。 なお,以 下 に示す学習の進め方を

基本 と して いるが,児 童 ・生徒の実態や学習のね らい,内 容 に応 じて弾力的 に授業を展開 し

て きた。

学 習 の 進 め 方 〈例 〉 具 体 的 な 手 立 て く例 〉

○教 材文字 を知 る。 ○適切な教材文字の選定

・興 味 ・関心 ,意 欲 の 刺 激 ○学習要素を含む文字探 し 前時の感想

と

○ 試 し書 きを す る。(一 枚 だ け)

文 字 カ ー ドの 組 み 合 わ せ

1
!

ら ・筆順 の確 認 ○ 空 書 き コ ン ピュ ー タで の 確 認

・手 本 を 見 て ,ま た は見 な いで 書 く

え ○学習 のめあてをっかむ。 ○ 児童 ・生徒が板書(筆 順指導で)

○学習基準 を知 る。 ○ 教材提示装置,OHP,水 書板の活用

る ・ど こを どのよ うに書 くか の観点 や方法 拡 大文字の活 用(気 脈等)

を 明確 に理解 させ る 分解文字の活用

グル ープ作業(部 分の組み合わせで)

○ 自分 のめあて(課 題)を っかむ。 ○ 「確 か め シー ト」 の 活 用

・学習基準 に照 らし,試 し書 きか ら自分 ク レ ヨ ン,色 え ん ぴ っ 等 の 使 用

の めあてを もっ

○ 自分 のああて に沿 って練習す る。 ○練習用紙の工夫

確

か

・練 習用紙 の選択

・自作練 習用紙

・自己評価

課 題 別 練 習 用 紙 ・

[文字別練習用紙!

k自 己評価欄 ノ

○ 「確 か め シー ト」 の 活 用

め ○ まとめ書 きをす る。

・め あて の確 認

る ○評価 をす る。 ○ ま とめ書 きに評価欄を設 ける。

・試 し書 き等 との比較

・自 己評 価 ,相 互 評 価 ○ 児童 ・生徒の学 習成果の紹介

広 ○発展学習 をす る。 ○ ま とめ書 きに発展学習欄を設 ける。

げ ・硬 毛 関 連 ,他 の 文 字 へ の 応 用 文字探 し。 同 じ要素を もっ文字を探 し

る ○学習の ま とあをす る。 て書 く

※発展学習 について は,必 ず単位時間 内に行 うとい うよ うに固定的に考えず,単 元全体の 中

に組 み入れ る場合 もあ る。
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IV実 践事 例

く小学校 第2学 年>

1.単 元名 点 や画 の方 向

2.教 材 「地 」 「語 」 「林 」

3.単 元設定 の理 由

第2学 年 の書 写 に関す る指導事項 と して 「点画の接 し方,交 わ り方,方 向な どに注意 して,

文字 を正 しく書 くこ と」が あげ られてい る。 児童が文字の形 を見分 けるには,文 字の全体的

な形 や文字の部分的 な特徴 な どがその手 がか りとな る。文字 の部分の差異 をは っき り知 る こ

とは,文 字を整え る上で も大切 な ことであ ると考え,本 単 元を設定 した。

なお,研 究主題 に迫 るための手立て と して次の ような工夫を した。

・自 ら課題 を見 っけ るため に…… …単独文字を組み合わせた ものを示す ことによ って 「おや,

変 だぞ」 とい う児童の気持 ちを 引き出 し,手 本 との違 いを見っけやす くし,課 題 を しっか

り把握で きるよ うに した。

・主体 的に取 り組 むたあ に………文字別練習用紙 を準備 し,そ れぞれの文字 に対す るめあて

を確認 させた り,自 己評価を させ ることによ って,一 人一人が 自分のめあて に向か って主

体 的に取 り組 む ことがで きるよ うに した。

4.単 元の 目標

点画の方向,間 隔 に注意 して,字 形を整えて書 くことがで きる。

5.児 童の実態

事前 に行 な った,書 写 意識及び書写技能 に関す る調査の結 果は,下 記 の とお りであ った。

・書写意識 に関す る実態(H6 .10.5質 問紙法)

書写の学習は好きですか

短 ぞ

z
目 う

團 い

どこに気をっけて書いたらよいか分かりますか

確かめながら練習していますか

鋸 呈2

臆 受2

圃

目 え1

めあてを決めて練習していますか

規 芙2

練習 してみたい用紙で練習していますか

認 丑2

綱

甑
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・書 写技能に関す る実態

日常使 ってい るノー トの文字か ら①土へん② 言べん③木へ んのっ く文字(場,読,村)

を選 び,不 十分な箇所 を調べてみ た。

① 土へんに関 して不十分 な箇所 ………右上が り7名

細長2名

は らい4名

② 言べん に関 して不十分 な箇所 ………右上が り15名

2画 目が長 い3名

③ 木へんに関 して不十 分な箇所 ………右上が り6名

とめ7名

【学習課題の例】①房 ②院1③ 万

・1画 目 を右 上 が りに す る。 ・右 上 が りにす る。 右 にそ ろえ る。 ・4画 目を 短 く とめ る。

この 結 果 を 児 童 一 人 一 人 の 「め あて 作 り」 に対 す る助 言 や 机 間 指 導 に生 か す よ う努 力 した。

6.指 導 計 画

・第1時 点 画 の 方 向 ,長 さに注 意 して 書 く。(本 時)

・第2時 点 画 の 方 向 ,画 と画 の 間 隔 に注 意 して 丁寧 に書 く。

7.本 時

(11目 標

・め あ て を も って ,進 ん で学 習 しよ う とす る。

・点 画 の 方 向 ,長 さ に 気 を っ け て 書 くこ とが で き る。

(2)展 開

学 習 活 動 指導上の留意点 主 題 と の 関 連

1,教 材 文字 を知 る。 ・カ ー ドを 組 み 合 わ せ , ・カ ー ドを組 み 合 わ せ ,教

と 「地 」 「語 」 「林 」 3文 字を作 り,教 材文 材文字へ の興味 ・関心 を

ら 字 を知 らせ る。 もた せ る。

え

る

2.試 し書 きを す る。 ・コ ン ピ ュー タで 書 き順

を確 か めて か ら試 し書 国 圏 困
きを さ せ る。

困 囮 圏
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3. 学習のめあてをっか㌔

一 1
画 の 向 きや,長 さ に気 を つ け て 書 こ う。

と i
1

,
4.学 習 の 基準 を 知 る。 ・手本 と組 み合わせた文

り

字を比較 し,違 いを見

っ け させ る。

え (と め,は ら い,細 長 ・教材提示装置での拡大文

右上が りな ど) 字でへんの部分だ けを朱

る

・自分の試 し書 きと手本 書 き に し,自 分 の あ あ て

5.自 分 の め あ て を もっ 。 を 比 べ,直 す と ころ を を意識づけ る。

(直 す ところを赤で 見 つ け,直 させ る。

書 く)

6.自 分 の め あ て に沿 って ・点 画 の方 向 ,長 さを再 ・文字別練 習用紙 は,色 別

練 習 す る。 確 認 させ る。 に用意 し,児 童が選んで

確 ・め あ て を確 認 させ る。 練 習 で き るよ うに す る。

・練習の途 中で 自己評価

か さ せ る 。 ・点 画 の 方 向 ,長 さ,形 に

7.ま とめ書 きを す る。 ・めあてを確 かめてか ら 着 目 させ る。

め ま とあ書 きを させ る。 *「 確 か め シ ー ト」

る

8.自 己評 価 を す る。 ・試 し書 き と比 べ 成 果 を

確 か め させ る。
i…i≡iぜ
iヵ ・
1

・めあてが達 成で きた児 1…i歪驚 め1___rく

ル

童の文字 を紹 介す る。
レ!・一 一 、

9,発 展学 習 を す る。 ・今 日の学習内容を他の ・ 「土 へ ん 」 「言 べ ん 」

広
漢字 に も生かす ことが 「木 へ ん 」 な どの つ く漢

げ

る
で きる ことを知 らせ る 字 を見 っけさせ練習 させ

る 。

③ 評 価

・め あ て を も って ,進 ん で 学 習 しよ うと して い たか 。

・点 画 の 方 向 ,長 さ に気 を っ けて,書 くこ とが で き たか 。

*「 た しか め くん 」 は,コ ン ピュ ー タで 作 成 しOHPシ ー トに カ ラ ー・一.印刷 し,見 や す くな

る よ う工 夫 した 。
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8.考 察

文字 カー ドを組 み合わせ なが ら教材文字 を知 らせ た ことによ り,児 童 は興 味 ・関心 を もっ

て教 材文字 と出会 うこ とがで きた。また,文 字 の画数が多 くな ると,低 学年 の児童 は,空 書

きだけで は理解が不十分 にな るので,コ ンピュー タを利用 した書 き順指導 は効果 的で あ った。

次 に,あ あてを は っき りさせ るたあ に,教 材提 示装 置を使用 し,へ ん の部 分を朱書 きに した

ことも文字 の基準 を明確 に し,そ れぞれが自分 のめあて をっかむ手助 けにな った。

練 習用紙 にっ いて は,文 字別練 習用紙 を色別 に分 けて選択で き るよ うに し,練 習 の途 中で

「確 かめ カー ド」(「 た しかめ くん」)を 用 い自己評価 を行 い,め あて を確認 しなが ら進 む

よ うに した。 この よ うな練習方法 で,児 童 は自分の文字 を評価 しなが ら主 体的に取 り組 む こ

とがで きた。練 習時の文字数 については,多 す ぎて も雑 にな って しま うの で,児 童の実態 に

応 じてゆ とりを もって取 り組 ませたい。

発展学習で は,本 時の練習 を生 か して,土 へ ん,言 べん,木 へんのっ く文字 を既習文字 か

ら探 し,点 画の方 向や長 さに気をっけて書 くことがで きた。

指導者 は常 に,日 常の ノー トか ら児童の実態を把握 し,一 人一人の学 習課題をっかんでお

くことが 児童 を支援 して い く際 に大切だ ということが分か った。 一

寓写の学習は好きですか

鰭12

目 う

園 い

どこに気をつけて書いたらよいか分かりますか

鰭 芙2

魍

めあてを決めて練習していますか

囎 皇2

國1

確かめながら練習していますか

鰭 良2

國

練習してみたい用紙で練習していますか

鰭 三2

綱

内円 は授業前,外 円は授 業後 の意識調査の結果であ る。 この結果を見て もそれぞれのあ あ

て に沿 って練習用紙 を選 択 し,確 かめ なが ら学習 しよ うと して いるのが分か る。
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<小 学校 第3学 年>

1.単 元 名 そ りとはね

2.教 材 「子 牛」

3.単 元設定 の理 由

3年 生で は,学 習す る文字数 やその画数が増 える とともに,慣 れや繁雑 さもあ って筆順 の

乱 れ,細 かな所への注意力 も不足 しが ち となるたあ,字 形の乱れが 目立 ち始あ る。 しか し,

毛筆を使用す る最初の学年で あ り,書 写 に対 す る児童 の関心 は高 く意欲的で ある。毛筆書写

にお いて この時期 を逃 す ことな く,正 しく丁 寧に書 くための基礎 ・基本 を しっか り押 さえ る

こ とが,硬 筆書写 の基礎 を培 い,確 かな書写 力を育て るもの と考え る。

ここで は,基 本 とな る点画の筆使いや画の長短に注意 して,文 字 を正 しく書 くことをね ら

って い る。 さらに毛筆で学習 したこ とが,硬 筆 に も生か され るよ う本単元を設定 した。

なお,研 究主 題に迫 るための手立て として,次 の よ うな工夫を した。

文字の基準を明確 に把握 させ るために,拡 大文字 の提示や分解文字の操作を取 り入れ,視

覚的 にと らることで,個 々のめあてを明確 にで きるよ うに した。 さ らに,課 題解決に向けて

一人一人の児童が主体 的に取 り組 めるよ うに,個 々のめあて に沿 った要素別の練 習用 紙を準

備 し,め あてが常 に意識 で きるよ う自己評価欄 を設けた。

また導入 において は,児 童の興味 ・関心を喚起 し,意 欲 的に取 り組 む姿 勢づ くりにっ なが

るよ うな教 材 との出会いを工夫 した。 そ して,日 常化 に結 びつけ る発展学 習 として,同 じ要

素を持っ文字を フエル トペ ンで の練習 を取 り入れ,硬 毛 の関連 を図 った。

4.単 元の 目標

・そ り,は ねの筆使 いや画 の長短 に注意 して書 くことがで きる。

・毛筆 で学習 した ことを生か して硬筆で も書 くことがで きる。

5.児 童の実態

事 前 に,書 写 意 識 及 び 技 能 に関 す る

調 査 を行 った 。 そ の 結 果 は右 記 の 通 り

で あ った 。

・書 写意 識 に関 す る実 態

毛 筆 書 写 が 始 ま り,毎 時 間 楽 しみ に

して い る児 童 が ほ とん ど で あ る。 「書

く こ とが 楽 しい 」 「きれ い に書 け るか

ら好 き 」 と書 く喜 び を 感 じて い る。 そ

して,(5>で は,「 習 った 漢 字 を 使 って

い な い 」 「あ わ て て書 くの で 雑 」 「鉛

筆 の持 ち方 が だ め 」 「払 っ た りはね た

り して い な い 」 「書 き順 が 正 し くな い

「きれ い に 書 きた い」 と言 った こ とを

上 げ て い る。 これ らの こ とか ら,児 童

が文 字 を 正 し く丁 寧 に書 こ う と意 識 し

書 写 に 関 す る 意 識 調 査nffjlfi平 麟1。n12nc*b

二継 孟o㌔ 。th

(1)文 字 を書 くことがすきですか,そ の麗由も書きましょう.

[三=・ ・・・ … ㈹
1き らい(D

(2)霞 き方の学習は楽 しいですか.そ の理由も密きましょう.

毛 鱗 楽 し い(22} 亜
「肇しくない(2)

硬 筆 楽 し い(15)ふ つ う く■3)

〔3)め あて を決めて練習 してい ますか.

!塁しくをい(2)

は い(25)

【4}め あて を確かめなが ら練習 していますか.

いい・・曇}

は い{ls) い いx(t2)

一15一

(5)あ なたの文¥で 気がっいたことを書きましょう.

※(Dと{2)の 理由.(5)の 内容について詳細は省略.児 竜の実懸と して考盛する.



て いる こ とが 分か る。 また課題 解決的 な学 習 につ いて は,個 々の めあて は もて るよ うに

な って きて いるが,め あて に沿 っての練習 となる と全体の形 に とらわれ た り,ど の練 習用

紙 を使えば良 いのか分か らなか った り して いる。

・技能 に関す る実態

日常使用 してい るノー トの文字 か ら 「字」

を選 び,「 そ り,は ね」 につ いて調査 した。

正 しく書 けてい る児童 は5名 に過 ぎなか った。

そ り,は ね ともに不十 分な児童10名

そ りの不十分 な児童14名

はねの不十分 な児童3名

・そりをめあてとして取 り組 ませ、

團 野一

囹
・そり、はねと もに取 り組 ませ、

用具の扱い方、筆噸、姿勢を正

しくして書 くよう支援す る。

と い う実 態 で あ る。 一人 一 人 の 字 形 の 実 態 を 見 る と,姿 勢,用 具 の 扱 い方,筆 順 の 乱 れ が

少 な か らず 影 響 して い る こ とが 分 か る。

6,指 導 計 画

・第1時 そ り ,は ね の 筆 使 い に注 意 して,「 子 」 を 毛 筆 で 書 く。

・第2時 画 の 長 短 に注 意 して ,「 牛 」 を 毛 筆 で 書 く。

・第3時 そ り ,は ね の 筆 使 い に注 意 して,「 子 牛 」 を 毛 筆 で 書 く。

・第4時 毛 筆 で 学 習 した筆 使 いや 画 の 長 短 を 生 か して ,文 字 や 語 句 を 硬 筆 で 書 く。

7.本 時 の指 導

(1)目 標

【・め あて を も って進 ん で 活 動 し,丁 寧 に書 こ う とす る。

・そ り,は ね の 筆 使 い に注 意 して,毛 筆 で 「子 」 を 書 くこ とが で き る。

(2)展 開

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 主 題 と の 関 連

1

1.教 材 文 字 を 知 る。

1

・ 「)」 に 着 目 さ せ
,り 」

・ 「子 」 の分 解 文 字 を 提

1

の使われて いる文字を発表 示 し,興 味 ・関心を ひ

と 「子 」 させ る。 き,学 習 意 欲 を 高 め る

・子
,家,字,教,手,学 の ・拡大文字で視覚的 に と

ら 拡大文字を掲示す る。 らえ させ る。

一 分解文字・

え ・ 「子 」 につ いて 学 習 す る こ

ツ

る 2,試 し書 きを す る。

とを確 認 す る。

・体 全 体 を 使 って ,大 き く空 ハ ↓)」
書 き し,ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ

プ さ せ る 。 馨 。蘇
い

3,学 習 の め あて を っ

か む 。
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そ りとはねに気をっ けて書 こう

i
1

・ 「そ り 」 「は ね 」 の1・ 分 解 文 字 「 」 に ,チ ョ ー
i

部 分を考え る。 クで色分 け して部分を明 ら

と か にす る。

・正 し い 「子 」 を 作 ・ 「子 」の 分 解 文 字 を 使 って

ら る 。 正 しい 「そ り」 「はね 」 を

見 つ け させ る。

え 4.学 習 の 基 準 を 知 ・文字の 中心 を意識 させ なが ・教 材 提 示 装 置 で 「そ

る 。 ら,3画 目 にっ なが る よ う り」 「はね 」の 筆 の 動

る に 「そ り」 「はね 」 の 筆 使 き視覚的 にと らえ させ

い を示 す。 る 。

5.自 分 の あ あて を つ ・基 準 に照 ら し,試 し書 きを ・自分の めあての意識化

か む 。 見 直 しさせ る。 を 図 る。

・注 意 して 書 く と ころ

を ク レ ヨ ンで 直 す 。

6.自 分 の め あ て に沿 ・ああてに応 じた練習用紙 を ・練 習用紙 は要素別 に 自

って 練 習 す る。 選 択 させ る。 由 に選 択 させ る。

確 ・適切な練習用紙 か どうか助

言 す る。

か ・自己評価 させなが ら書かせ ・あ あ て を 意 識 させ ,達

る 。 成で きたか確 かめ させ

あ 7.ま とめ 書 きを す る。 ・ 「そ り 」 「は ね 」 に 気 を っ る 。

ける ことを再確認す る。

る 8,自 己 評 価 す る。 ・試 し書 き と比 べ ,成 果 を確

か め させ る。

・ああての達成 ので きた児童

の文字 を紹 介す る。

9.発 展 学 習 を す る。 ・導入の拡 大文字 の中か ら選 ・日常 化 を 図 る。

広 ん で,フ エ ル トペ ンで 書

げ く 。

る 10次 時 の学 習 を知 ・画 の 長 さ に っ い て 学 習 す る

る 。 こ とを 伝 え る。
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(3)評 価

・め あて を も って 進 ん で 活 動 し,丁 寧 に書 こ うと して い たか 。

・そ り,は ね の 筆 使 い に注 意 して,書 く こ とが で き たか 。

8.考 察

「子 」 の分 解 文 字 「)」 を 提 示 して の導 入 は,児 童 の 学 習 意 欲 を高 め るばか りで な く,本

時 の め あて を 強 く意 識 づ け る こ とに つ なが り,最 後 まで め あて を もち主 体 的 に取 り組 む こ と

が で きた。 ま た,60cm四 方 に教 材文 字 を拡 大 した上 で,そ り,は ね の部 分 を確 か め た り,

分 解 文 字 に して 正 しい文 字 を見 つ け た りす る学 習 活 動 は,ど の児 童 に と って も楽 しい もの で

あ り,興 味 ・関 心 を も って 取 り組 む こ とが で きた。 拡 大 文 字 や分 解 文 字 は,大 き く見 や す い

の で,あ あ て を っ か む うえ で 有効

で あ った。 さ らに教 材 提 示 装 置 は,

画 面 が 鮮 明 な た め,穂 先 の 細 か な

動 きが よ く分 か り,児 童 が 個 別 の

め あて を し っか りっ か む うえ で,

有 効 な方 法 で あ った 。 批 正 の 際,

ク レ ヨ ンを使 用 した が,ク レ ヨ ン

は太 く折 れ に く く,下 敷 きが あ っ

て も書 く こ とが で き る うえ,児 童

の 身近 に あ るの で,利 用 価 値 が 高

い 。

練 習 用 紙 にっ いて は,要 素別 に

3枚 用 意 した が,

意 識 で き る よ う,

たが,

3年 生 に とって大 きさ,選 択 枚数 とも適 切であ った。 また,常 にめあてが

あ るいは丁寧 な取 り組 みで きるよ う,ど の練習用紙 に も自己評価欄を設 け

その こ とによ り意識 化が図 られた。

発展学習 にお いては,導 入で扱 った拡大文字の中か ら好 きな文字を選んで フエル トペ ンで

書 いた。 その ことによ り毛筆 での学習が硬筆 に生か され,硬 毛の関連を図 ることがで きた。

今後の課題 と して,形 に とらわれて色ぬ りにな りやすい籠学 よ り,よ り効果的な練習用紙

の作成を検討す る必要が あ る。 そ して練習用紙選択 の際,児 童が 自席 を離れて各 自の課題 に

沿 った練習用紙を選択す るために,落 ち着 いた雰 囲気づ くりを考え る必 要があ る。広い スペ

ー スの確保 と併せて,よ りよい用紙選択 の方法 を考えて いきたい。 また,児 童 は毛筆での練

習を硬筆 に も生か して いたが,は ねの方 向に迷 いが み られ た。入 門期 の3年 生 に,そ りとは

ねの2っ の筆使 いを同時に取 り扱 うことが適切 であるかど うか,あ るいは基本点画の中で も

難 しいはねを先 に扱 った方が,よ り効果 的であ るのかなど,児 童の実態,年 間指導時数を も

考慮の上,適 切な指導計画 を練 る必 要がある。

指導後の児童の実態 は,27名 の児童が そ り,は ね を意識 し丁寧 に フエル トペ ンで書いてお

り,ノ ー トへの記録 に も注意が払 われて いた。今後 も適切 な場面 を とらえ,指 導 ・助 言 し確

かな書写力 を育 てた い。
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<中 学校 第1学 年>

1.単 元名 行書

2.教 材 「光 」

3.単 元設定の理 由

中学校 の授業で は生徒 の ノー トへの筆記量 も増え,生 徒 は行書 とい う意識 を もたず に,目

しか し,字 形は正 し く整 ってい るとは言え ない。

行書 の基本的な書 き方を体系 的に理解 ・習得 させ ることによ って,日 常的に文字 を

的や必要 に応 じて速 さを変えて書 いて いる。

そ こで,

正 しく整えて速 く書 く能力や態度 を養 いたい と考え,本 単元を設定 した。

なお,研 究主題 に迫 るための手立 て と して,次 のよ うな工夫を した。

行書の入門期で あるので,興 味 ・関心を喚起 し,意 欲 を高 めるための導入 を考え,行 書の

特徴 と意義 にっいて理 解 させ るように した。その上で学習項 目を段階 的に設定 し,教 材文字

を選定 した。 そ して文字の基準を明確 に把握 させ るため,拡 大 文字 を用 いて 気脈 を視覚的 に

示 した り,空 書 きで体感 させ た りした。

また,各 自の課題 に沿 った練習 と自己評価が主体的 に行え るように,練 習用紙を工 夫 した。

4.単 元の 目標

・行書の特徴や基礎 的な書 き方 を理解 し,文 字 を正 しく整えて速 く書 く能力を身 につけ るこ

とがで きる。

・硬筆 と毛筆を関連 させて学習 し,行 書を 日常の書写活動に進んで生かす ことがで きる。

5.生 徒の実態

急 いで書 いた ときの自分 の文字 にっいて,ほ ぼ全 員が 「雑,き たない,

下手 」 とい った否定 的な評 価を してい る。実際に書 かれた文字 を見 て も,

自己流 の くず し字(a)や,楷 書の点画が離れてい るもの(b),終 筆が流 れて

い るもの(c)等が多 く,正 しい行書法 による もの は少ない。

また,「 花」の楷書 と行書 を示 して行書の特徴を挙げ させ ると,「 連

続す る,速 く書 けそ う,柔 らかい感 じ,形 が変わ る」等 に交 じって,

「雑,昔 の字,間 違 ってい る」 とい う回答が10%に ものぼ る。 これ は,

生徒 に行書 とい う概念 や知識 がないため と思われ る。 しか し,「 文字 を

正 しく整 えて速 く書 きたい」 とい う欲求 は約90%の 生徒が もってお り,

正 しい知識 ・理 解 に基づ く日常の書写活動の必要性が分か る。

6.指 導計画

第1時 生徒の実態調査。行書 の特徴 と意 義にっいて理解す る。

第2時 前時の実態調 査を基 に行書 の特徴 にっいての理解 を深 め,学 習課題 を項 目立て る。

点画の連続 を理 解 して書 き,日 常 よ く使 う漢字 に もあてはめて書 く。 ……… 「光 」

第3時 点画 の連続,字 形の変化を理解 して書 き,発 展文字 を硬筆 で書 く。 ……… 「平和 」

第4・5時 字 形 ・筆順の変化を理解 して書 き,発 展文字を硬筆で書 く。…… 「紅 葉の秋 」

第6時 前 時までの学習を基 に,掲 示物の文字や友人の氏名 などを行書体で書 き,発 表 し

合 う。(日 常化 ・生活化)
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7.本 時(6時 間 扱 いの2時 間 目)

(1)目 標

・自分 の 文 字 ,友 人 の 文 字 に対 し,適 切 に評 価 で き る。

・点 画 の 連 続 及 び 気 脈 を 確 認 し,そ れ らを 意 識 して 書 け る。

・ 「弟 」や 「ん 」 の書 き方 を ,他 の 文 字 に応 用 して 書 け る。

(2)展 開

と

・
り

え

る

学 習 活 動

1.行 書 の 特 徴 に つ い て 復 習

し,学 習 課 題 を 項 目立 て

る。

2.教 材 文 字 を 知 り,学 習 の

め あ て を っ か む 。

指 導 上 の 留 意 点

・前 時 の 実 態 調 査 か ら無 意 識

に書 か れ た 行 書 字 例 をOH

Pに 示 し,行 書 の 特 徴 につ

いて 確 認 させ る。

「先 」 「生 」 「学 」 「話 」

主 題 と の 関 連

・自己の実態 を意識化

させ,行 書 に対す る

興味 ・関心を もたせ

意欲 の高揚 を図 る。

先 望蓼誰
点 画 の 連 続 に 注 意 し て 書 こ う

3.試 し書 きをす る。

(楷 書を行書 に直 して書 い

てみ る。)

4.学 習基準 を知 る。

(正 しい連続の仕方 を理解

す る。)

'5
.自 分 の め あ て を っ か む 。

・楷書を模造紙で示す
。

・自由に空書 きして連続 の仕

方 や リズムを確認 させてか

ら書か せ る。

・ 「用紙① 」の上半分 に書 か

せ る。

・黒板 に行書 「光jの 拡大文

字 を示 し,気 脈 を赤 矢印で

補 う。

4・5画 目は直接連続 し

ているが,他 は どうか。

気脈を意識 させ る。

・手本 ・練習用紙を配 布
。

・自分の試 し書 きと手本 とを

比 べ,赤 ペ ンで注意す ると

ころに△印をつけた り,書

き込みを させ る。

一20一

・課題解決法 を予測 さ

せ主体 的に試行 させ

る。

・拡 大文字を用い,色

彩的 ・視覚的に訴え,

文字の基準を明確 に

と らえ させ る。

・課題解決への具体的

方針 を立て させ る。



6,自 分 の め あ て に 沿 って 練 ・学習の手順を説明 し,OH ・各 自の課題 に応 じて

習 す る。 Pで 示 して お く。 主体的に練習 させ る。

・練習用紙 の選択 ・時 間 設 定 を す る。 ・練習→ 自己評価を繰

(部 分練 習② ～⑥,全 ・練習の順序に注意 させ,適 り返 し,自 己学習力

体練習⑦) 切 な用紙選択 について指 導 を 高 め る。

確 ・毛筆→硬筆→ 自己評価 す る 。

・机 間 指 導 す る。

・部 分 練 習 の 後 ,「 練 習 ⑦ 」

か に 「光」一文字を書かせ る

7.相 互 評 価 を 行 う。 ・学 習 の め あ て を 確 認 し,試 ・成果を認め ることで

し書 きとの比較で観点別に さ らに学習意欲を高

め 向上点を認め られ るよ うに め る 。

す る 。

8。 ま とめ 書 きを す る。 ・ 「用 紙 ① 」 の 下 半 分 に毛 筆 ・日常 化 を 意 識 づ け る。

る で書かせた後,硬 筆 で もま

と あ書 きを させ る。

9.自 己 評 価 を す る。 ・試 し書 き と比 較 して ,自 分

のめあてが達成で きたか,

確 か め させ る。

広 10発 展 学 習 を す る。 ・本 時の学習内容が他の文字 ・日常生活 に生かす態

げ に も生かせ るこ とを,発 展 度 を養 う。

る 文字 を完成 させ ることによ

って理 解 させ る。

(3)評 価

・行 書 の 特 徴 に っ い て 理 解 を 深 め る こ とが で きた か 。

・点 画 の 連 続 を理 解 して 「光 」 を 書 き ,学 習 要 素 を

他 の文 字 に応 用 し,書 くこ とが で き たか 。

一 冒 再 双

羊
,々

ノ7
! 亨

ノ

'

'

!

!
' き

' '

ノ

'
'

'

'

〆

' 光

,

`9楠

難''1縫

ノ も

【練習用紙④】

罫
岬

タ
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8.考 察

(1)教 材文字 にっ いて

行書学習 の第1回 と して,行 書の特徴 の中で もすべての文字 に見 られ る 「連続 」を扱 い,

それ を焦点化す るため,他 の要素(省 略,筆 順の変化等)を 含 まない文字 を選ん だ。 さら

に,日 常の書写活動 に生かす とい う観点 か ら,学 習要素が広 く他の文字 に応用 で きるもの

を,と 考え た。(例 えば,「 光 」の4～5画 目の 「横画か ら左払 いへ の連続 」は,「 石 ・

原 ・広 ・見 ・面 」等,か な り多 くの文字 に応用す ることがで きる)。 この ため発展文字 と

して扱え る文字の幅が広 が り,行 書の学習を 日常 に生か そ うとす る態度が養 われ た。

(2)導 入につ いて

実態調 査を基 に したの で,OHPに 映 し出された文字を興味深 く見 る生徒が多 か った。

(3)拡 大文字 にっ いて

拡大文字(白 模造紙 に墨書)に 「見え ない連続線」 と して赤で矢 印を補 ったのは,配 色

も良 く,気 脈 を とらえ るの に有効だ った。

(4>練 習用紙 について

用紙①を上下 に分 け,試 し書 きとま とめ書 きの比較 を しやす くした。 また,同 じ用紙に

硬筆の ま とめ書 き ・発展 学習 ・自己評価欄 も含 めたの で,学 習 の成果 が把握 しやすか った。

文字 を分解 して練習 用紙を用意 し選択 させたため,よ り個 別の課題 が明確 にな り,主 体

的 に取 り組 めた。

(5)自 己評価 にっいて

自己評価欄 の選択肢 に○印 をつける形 で行 ったが,意 欲や態度 に関す る評価 方法な どに

ついて,今 後 も研 究を深めて い く必要が あ る。

(6)OHPの 使用 について

生徒の硬筆文字 を示 した り,学 習 の手順 や方法 を示 すのに利用 し効果をあげた。 その他,

楷書 と行書 を重 ねて映 して点画 の長 さや方 向の変化 に気づかせた り,示 範 して行書の リズ

ムをっか ませ るのに もOHPは 有効で あ った。

(7)単 元終 了後 の変容

第1時 と同 じ文 章を使 い,速 さを意識 させて書 かせた。 す ると,30文 字以下が17%に 減

り,31～40文 字 が50%,41～50文 字が22%,51文 字以 上が11%と な り,1分 間 に書 ける文

字数が増 してい る。 だが,こ れ よ りも注 目すべ きは,こ の時行書を使 った(一 部だ け も含

む)と 答 えた生徒が約80%に もの ぼ り,文 字 の乱 れ も少な くな ってい ることであ る。 また,

67%の 生徒が 日常的 にメモ した り記名 した りす る際に行書 を使 うと答えてお り,ま だ不十

分 な文字 もあ る ものの,学 習 内容 を 日常 の書 写活動に生か してい く態度が うかがえ る。

20文字以下2%

学習前

学習後

/

21～30文 字

23%

30～40文 字

56%

41～50文 字

17%
2
%

～'
!'!'ノ:///'/

γ/〆!/

17% 50% 22%

51文字以上

11%

【速 さを意識 して書いた時の1分 間に書け る文字数 の変容 】
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V中 学 校 に お け る書 写 指 導 の 時 間確 保

学習指導要領 には,中 学 校各学年 にお ける授業時数が定 め られて いる。 しか し,授 業時数を

確保す るためには,指 導 内容や指導方法を工夫す る ことが大切で ある。本年度 は,中 学校第2

学年で,以 下 のよ うな実践を試み た。

国語 の単 元 ・i
書写指導にかかわる学習活動の例 書写指導 上の工夫 ・用 具

行事等

○作文 ○ 自己紹介 文を書 く ○原稿用紙に硬筆で丁寧に書かせ

る 。

一 ○詩 0教 科書単元の詩を視写する OB5判 上質紙 にフエル トペ ンで

書 か せ,掲 示 す る。

〇七夕の短冊 ○ 短隔 に自分の将来の希望 を書 く ○字形や字配 りに注意 させ,筆 ぺ
o

ンを 使 用 させ る。

学 ○短歌 O教 科書単元の短歌の うち,気 に ○行書の特徴を的確 に捉え させ,

入 った もの を,短 冊 ま た は半 紙 小筆 を使用 させ る。

に行書で書 く

○読書新聞 ○夏休みの宿題 と して,自 分が読 ○ サ イ ンペ ンま た は フエ ル トペ ン

期 ん だ書籍 の粗筋,感 想,作 者紹 で,丁 寧 に書 かせ,作 品展 示会

介 をB4判 画用紙 に3段 で書 き, で 展 示 す る。

ポ ス ター にす る

○古典 ○教科書単元の古典を視写する ○ な るべ く速 く,し か も丁 寧 に,

字形を整え,硬 筆 を使用 して書
二

か せ る。

○年賀状 ○字 の大 小に気をつけなが ら書 く ○小筆 または筆 ペ ンで十 分に練習
学

させ,年 賀状 に 活 用 させ る。

○書 き初 め ○冬 休みの宿題 と して,課 題を決 ○楷 書 ・行書両方 の手本を提示 し,
期

あ,臨 書 す る どち らかを選択 させ,毛 筆で書

か せ る。

○書 き初あ展 ○展示物か ら他 の生徒の筆使 いや ○ 「鑑賞の手引 き」等 を作成 し,

三 字配 り等 を鑑賞 す る 相互評価 をさせ る。

学 ○手紙 010年 後 の 自分 にあてた手紙 を書 ○封筒,便 箋,筆 記用 具は各自に

期 く 用意 させ,書 体 も楷書 か行書 か

を各 自に選択 させ る。

上 記の年間指導計画 と合わせ,授 業中 にで きる書写指導 も行 って い く。例えば,ノ ー ト指 導

や新 出漢字等の漢字指導 を積極的 に行い,日 常書写活動が生徒 に定着す るよう,さ らに工夫 を

重ねて い く必要が あろ う。
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VI研 究 の ま とめ と今 後 の課 題

今年度 の研究主題 「自 ら課題 を見 つけ,主 体 的に取 り組 め る書写指導法の研究 」に基づ いて

実践 と検討を重ねて きた。 児童 ・生徒 の学 習意欲 を高め るための指導 を 目指 した研究の成果 は

以 下の とお りであ る。

(1)適 切 な教材文字の選定 は,児 童 ・生 徒が 自ら課題 を見 つけ るのに有効で あ ることが確 かめ

られた。

(2)児 童 ・生徒 が 自らの課題 を解決す るのを支援 してい くうえで,事 前の実態調 査等が有効 で

あ った。

(3)低 学 年において は空書 きなどの動作化,音 声化 とい った体感 的な活動 は,教 材文字の基準

を理 解 させ る手助け とな った。

(4)視 聴 覚機器(OHP,コ ンピュータ,教 材提示装 置等)や 教具(分 解文字,拡 大文字等)

を効果的 に活用す る ことによ り,学 習基準を明確 化で きた。

(5)課 題別 に作成 され た練習 用紙 を使 用す ることによ り,個 々に応 じた課題解決 のための主体

的 な取 り組みがで きた。

(6)低 学年で は 「確か め シー ト」等 によ る自己評価,ま た全学年 におけ る練 習用紙 での 自己評

価,さ らに高学年 ・中学 校 におけ る相互評価等,評 価活動 にっいて工夫す ることによ り,主

体的 な学習態度 を養 うことがで きた。

(7)発 展文字 を含 めた練 習用紙の工夫 によ り,日 常の硬筆書写 にも生かそ うとす る意識が高ま

った。

(8)小 ・中学校 の連携 によ り,系 統的 な書写指導の必要性が再確認 され,日 常の書写活動へ発

展 して い くことの重要 性が認識 され た。

なお,今 後 の課題 と して は,以 下の点が挙 げ られ る

(1)発 達段 階に応 じた評 価方法の工夫を さ らに研究 し,自 ら課題を見っ け,意 欲 を高め るため

の指導 の方法 の研究を継続 して い く必要が ある こと。

(2)毛 筆で の学 習を 日常書写 に関連 させ る場合 の筆記具 にっ いて は,よ り研究を進 め,そ の効

果 を明 らかにす る必 要が ある こと。

(3)教 室以 外での書写活動 につ いて よ り工夫 し,広 い多 目的教室等 の活用 について も検討す る

必要が あ ること。

(4)書 写 で学習 した内容を 日常 に生 か し,定 着 させて い く方法 にっ いて継続 した研究 の必要が

あ ること。

(5)硬 毛の関連を念頭 にお いた教材文字 の系統 的配列 にっいて研究 し,小 ・中学校 一貫 した指

導法を確立 して い く必要 があ ること。

(6)テ ィーム ・テ ィーチ ングの方 法 にっいて検討 す るとともに,個 別指 導 と全体 指導 との関連

にっ いて も調査研究 して い く必要があ ること。
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